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 １０月に入り、太原市では秋らしく肌寒くなってきました。中国の生活にも慣れ、

クラスでの勉強も友人との交流も順調です。しかし温度の低下が急だったので自分

を含め何人かの留学生は体調を崩してしまいました。また日本よりも乾燥している

ので常に体調管理には気をつけるべきだと思いました。 

 中国で生活し始めてはや２ヶ月が過ぎ、毎日充実した生活を送っています。日本

とは違い留学生としての生活。どのように日々過ごしているかを今月号では紹介し

たいと思います。 

 ・午前 

 平日は午前８時３０分から午後１２時１０分まで授業があり、一日２コマです。

街中では訛りのある中国語をよく耳にしますが、私たち中級班の先生は綺麗な標準

語を話すので聞き取りやすいです。基本的には全て中国語で授業をしてくれるので

すが、時々英語を使って授業の解説をしてくれるので留学生の理解度も深まり、と

ても親切でありがたいです。授業の難易度についてですが、中級班にいる生徒のほ

とんどは中国に１年以上すでに滞在しており日常会話は流暢に話せるので、HSK４〜

５級レベルの教科書を使っています。 

 ・午後 

 平日の午後は選択科目の授業が行われています。私が受けている授業は二胡（月

曜日）、HSK５級（火曜日）、書道（水曜日）、中国画（金曜日）です。二胡・書

道・中国画は授業を通じて中国文化に触れることができ、留学生とのんびり楽しく

授業を受けられるので個人的にはとても好きな科目です。授業を受ける際、二胡と

書道では楽器と筆の購入が必須でした。 

 ・週末 

 週末に授業は無いので勉強や買い物、中国人の友人と活動等しています。今月は

山西商務学院で様々なスポーツ大会が行われ、私はソフトボールの練習に参加しま

した。中国で野球はあまり盛んに行われていないこともあり生徒のほとんど全員が

初心者だったので、野球経験者である私がソフトボールを教えながら交流しました。

またある日は日本語を勉強している中国人の友人と一緒に勉強をしました。お互い

に言語を教えあってモチベーションをあげることができ、言語学習がはかどります。 

 中国には「入乡随俗（ルーシャンスイスー）」という成語があります。日本語で

は「郷に入っては郷に従え」という意味です。私はできるだけ中国の生活様式に従

って生活しています。国が違えば文化も違い、多様な文化に触れることで中国の良

いところや知恵を感じられます。これからも有意義な中国生活を送っていきたいで

す。 
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